
 

 

 

 

 

 

「対話」～言葉のキャッチボールは捕ることから～ 

                              校長 渡邊 正博 

 今年度、当校は、文部科学省の委託「よりよい生き方を実践する力を育む道徳教育の推

進事業」に取り組んでいます。研究教科は、「道徳科」ですが、道徳教育は教育活動全体で

醸成していくものだと考えています。その中でも、今年度私たちが重点的に取り組んでい

るのは、子どもたちに「対話」の力をつけることです。「対話」には２種類あります。 

① 自己との対話…ある事柄に対して、「自分はどう感じたのか、どうしたいと思ってい  

       るのか、なぜそう思うのか」といった自分の中で考えをつくる対話 

② 他者との対話…他者の考えを聞いて、他者の考えを理解し、自分の考えと比較しなが 

ら、自分の考えを深めていく対話 

 大人の私たちもそうですが、一人で考えるより、仲間とお

しゃべりする中で、新たな気付きが生まれたり、自分の考え

に自信がもてたりします。特に道徳科の学習は、正解が一つ

ではありません。いろいろな考え方や道徳的価値に気付くた

めに、友達との「対話」はとても有効な手段です。 

 子どもたちに対話そのものを楽しんでもらうために、春か

ら週１回「朝のトークタイム」を設定しています。研究主任

が考えたお題（トークテーマ）をもとに、朝の放送で、教頭

と教務主任が対話のお手本を示します。それを参考に、各学

級で子どもたちがペアになって対話をします。「好きな食べ物

は？」という簡単なテーマから始まって「ご飯のお供にする

なら何？」といった回答を吟味するようなテーマに、子ども

たちは毎週楽しんでトークを展開しています。 

 私も、お昼の放送を通して、「対話（言葉のキャッチボール）が上手になるためには、

相手の投げたボール（言葉）を上手にキャッチしてあげることが大切です」と子どもたち

に話しました。例に挙げたのは、今大活躍の大谷翔平選手です。大谷選手が時速１６０㎞

のすごいストレートや、落差４０ｃｍもある変化球を投げることができても、それを上手

にキャッチしてくれるキャッチャーがいないと大谷選手は活躍できません。対話も同じ。

話を聞く側が、話の内容や意図を上手に受け止めてくれない限りは対話になりません。 

このことは教師と子ども、親子の対話も同じだと考えます。子どもの話を、作業をしな

がら聞いたり、その子の気持ちや背景を理解しようとしないで、適当に相槌をうったりし

ていては、子どもの本当の気持ちをキャッチすることはできません。子どもたちは、どん

どん「キャッチボール上手」になっています。大人も負けていられませんね。 

清里小学校だより              令和７年１１月１４日 

     



10 月、11 月前半のトピック 

10/3 稲作生産現場見学 

 ５年生が、ｸﾞﾘｰﾝﾌｧｰﾑ清里の保坂さ

んを講師に、区内施設を回り、お米

の乾燥、精米、貯蔵の仕組みや、そ

れぞれの過程の工夫を学びました。 

10/10 キラキラちゃん健康診断 

上越家畜診療所の丸山獣医さん

によるヤギの健康診断で「元気に成

長している」と聞き、ひと安心の１

年生。心音も聞かせてもらいました。 

10/16 警察署見学 

上越警察署を見学した３年生。

パトカーや様々な道具の秘密を教え

てもらい、町や暮らしの安全を守る

警察の仕事への理解を深めました。 

10/28 坊ヶ池探検 

 ４年生が坊ヶ池に出掛け、土地改

良区の仕事をされている田村さんら

を講師に、坊ヶ池の歴史や清里で活

用している水について学びました。 

 

10/29 トークタイム 

「かがやきフェスタの頑張りを伝

え合おう」と学年部で実施しました。

ぽかぽかカードを渡し、ﾒｯｾｰｼﾞを伝

え合い、笑顔の輪が広がりました。 

 

10/29 ハロウィンイベント 

 ｻﾎﾟｰﾄ学級の子どもたちが企画・準

備したﾊﾛｳｨﾝｲﾍﾞﾝﾄは、大勢の子が参

加し、お化け屋敷やカード探しを楽

しみ、大いに盛り上がりました。 

 
10/30 サツマイモ掘り 

 １,２年生が学校の畑に植えたサ

ツマイモを掘りました。食べ頃サイ

ズのイモが次々と出てきて、夢中に

なって活動していました。 

 

10/31 地層見学 

星のふるさと館勤務の山田先生を

講師に、６年生が頸城区で見られる

地層を見学しました。層のでき方や

泥、砂の違いなど理解を深めました。

 

11/4 上江用水見学：三丈堀 

清里区も流れる上江用水の見学に

行ってきた４年生。ﾄﾝﾈﾙの発見、川

と用水が交差する仕組みなど、気付

きや疑問がいっぱいの活動でした。

 

清里っ子かがやきフェスタ～深めたい、伝えたい、わたしたちの学び～ 

ステージ発表では、清里の人・もの・ことと関わってきた思いや願いを分かりやすく工夫し

て伝えました。体験教室では、地域の輝く達人を講師に、学年ごとにものづくりなどの活動を

行いました。たくさんの保護者や地域の皆様からご参加いただき、ありがとうございました。 
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